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●日本下水道事業団「コンクリート防食指針(案)」の素地調整材 I種適合品

0日本農業集落排水協会「コンクリート防食設計指針(案)」の素地調整材適合品

ボンドEPCモルタルは、エポキシ樹脂系エマルジョン形の素地調整用ポリマ
ーセメントモルタルです。プレミックス(既調合)モルタルのため、現場での混

合作業が容易で、湿潤面でも接着します。下水道や農業集落排水施設、上水道

施設のコンクリート防食、ライエング時の素地調整、下地修正に適した材料で

す。

¨
素地調整 :下水道施設、農業集落排水施設の防食ライニング時のコンクリー ト素地調整。

上水道施設の防食ライエング時のコンクリー トド地1多正。

叫
規 格 適 合 :日本下水道事業国「コンクリート防食指針(実)Jのま地調整材1種のl St格に適合します.

日本農業集落排水協会「コンクリート防食設計指針(案)Jの素地調整材の規格に適谷

します.

:特殊配谷セメントの主剤とニマルジョン形の破化剤を現場で混合する2成分型ポリ

マーセメントモルタルです。

iコテ切れが良く、注布作業性に優れます.

i下地がある程度湿潤している状態でも施工が可能で、良好な接着性を示します.
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項 目 主 剤 何彊 化  >刺

主 成 分 エポキシ樹脂特殊配合プレミックスセメント 変性脂肪族ポリアミン、水

外 観 黒灰色の湿潤感のある粉体 淡黄色エマルジョン

混 △
ロ

Ｌ
エ 主剤 :硬化剤=3:1(質 量比)

可 使 時 間 2時間以内(20℃、lk。)
米1■Jりヽは改良のため十件なく4更 する場合があいます.
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※原貝Jとして5で以上の環境で施Tし てください.

※過剰な木分を添加しないでくださいぃ

米直射日光の当たる場所では養■後48時間以内に塗り継ぎを行ってくださいぃ

●コンクリート施工面に欠陥部がないか確認します。

●i声1と硬化剤を311(質 丘比)の混合比で計量し、二剤をモルタルミキサーに投入します

(ハンドミキサー可)。次に硬化剤を投入し、全体が均一なスラリー状態になるまで混合

撹打どしますi一 度に混合する量は、可使時間内に使いきれる量にしてください。

●適量をコテにとり、モルタル塗り付けの要領で塗布しますⅢ

(標準塗布量は05m厚 みで約lkg/n12です。)

0次 工程まで夏季24時間、冬季7ヨⅢ寺問以上の養生が4必要です。下地が湿潤している場合は

更に24時間以上の責生が必要です.
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1日 本下水道事業団コンクリート防食指針(案)の品質規格に基づく試験

L赳 距踏逓調/・
EPCモ ルタル :20kgセ ット(主剤15kg、 硬化剤5kg)

―
健康に有害な物質を含有しています。かぶれやすい物質です。

注意事項:本品は皮フに付着したり蒸気を吸入すると、かぶれ、中毒やその他の健康障害を起こす恐れがあ

ります。下記の注意事項を守って取り扱って下さい。
1 所定の用途以外には使用しないた
2 作業場所は充分に換気する。
3取 り服い中は皮フにふれないように注意し 保 護呉を者用する!
4取 り扱い後は、手洗いおよびうがいを充分に行うt
5作 業衣などに|1着した場合は す みやかにその汚れをよく落とす。
6 皮 フに|」者した場合はすみやかにふきItFり 右 ケンと水でよく洗い語とす.痛 みや外触に変化がある場合には医師の診祭を受ける.
F素 気などを吸い気分が悪くなった場合は、空気の清浄な場所で安静にする.4必要に応じ医剤Fの診容を受ける。
8 nPtに入った場合は多量の水で洗い、必要に応じ医師の診察を受ける.
9 保管条件 :2～40で以下ぃ使用後名封.
10廃 液は法令に従って

4t理
することぅ

11温 度が5て以下になると 極 端に碩化がtFrくなる.

※使用にあたっては、製品安全データシート (MsDS)を お読みください。
※本品は使用方法 使 用条件によって本来の14能を発神できない場合があります。事前に日的の用途に適合するか必ず確認
の |と、ご使用くださいっ

国際単位系(Sめによる数値の換算は、l kgf=9.8N、lcPョlmPa・s、l kgf・cm=9.8×10セ」、lMPa=lN/mぽ です。
lN/mm句よ約10.2kgf/cm2に相当します。

本資料の技術11猥ヽ 標準処方側は当社の試欧 |IF究に■づいたもので 信職しうるものと考えますか

と具なる結采を生することがありますt索析の諸■能 諸特性などについては ご需要家各l‐で試際

記lkの詰性能および詰特性などは 材料や使用条件などにより本Ffll

Fl究ならびに検討のに ご使ナ」いただとますようお順いいたします.

コニシ株式会社 ボンド事業本部
大阪本社/大阪市中央区平野町212(沢 の鶴ビル) 干 54■0046

東京本社/東京都千代園区神田錦町231竹橋スクエア)千 10■0054

TEL06(6228)2961 FAX06(6228)2927

TEL03(5259)5737 FAX03(5259)2144

試 験 項 目 下水道事業団防食指針(案)規格 試 験 結 果 半」 定

容 器 の 中 で の 状 態
主剤 ・硬化剤ともにかき混ぜたとき

回い塊がなく一様なこと
異状なし △

ロ 格

迫
境 ▲

ロ 性
定められた調合比率で混合したとき

均質に混合すること
均質に混合された △

ロ 格

作 業 性 練り混ぜ後60分後、作業に支障のないこと 異状なし △
ロ 格

軟 度 変  化 (%) -15～ 15 -7 △
口 格

接 着 強 さ

(N/mmつ

標準養生時 15以 上 2 8 △
ロ 格

低温養生時 15以 上 2 7 ▲
口 格

耐 ひ び 割 れ 性 ひび富!れが発生しないこと 異状なし ▲
ロ 格

耐 衝 撃 性 害!れ・はがれがないこと 異状なし △
ロ 格

吸 水   性 ( g ) 10以 下 008 ▲
ロ 格

耐     久

(N / m m 2 )

性 害1れ,ぶくれ ・はがれがなく、接着

強さが15以上
2 7 △

ロ 格

粉体に対する樹脂固形分 (%) 5以上 △
ロ 格

ポ リマ ー セ メ ン ト比 ( % ) 15以上 19 △
ロ 格

エ ポ キ シ 樹 脂 の 定 性 エポキシ樹脂が存在すること 存在する △
Ｈ 格

2性 能規格

項 目 EPCモ ルタル(測定値例) 防食指針案規格値 試 験 方 法

粉体に対する樹脂固形分 5以上 」iS K 5407-1900

ポ リマーセメン ト比 19 15以上

水 セ メ ン ト比 ( W / C ) 50 な し
レ
Ｌ
Ｌ
エ 重 18 な し 」iS K 7112-1980

圧 縮  強   さ (N/mm2) 370 な し 」lS R 5201‐1997

由 げ  強  さ (N/mmり 1 1 8 な し 」!S R 5201‐1997

耐 摩 耗 性( m 。河o 0 0 回) 440 な し テーパー式 CS‐17、10000

名古屋支店 子EL052(262)3173

福 岡支店 に [ 0 9 2 ( 5 5 1 ) 1 7 6 4

1 し幌貨店 「E [ 9 1 1 1 6 1 2 ) 0 2 1 1

FAX052(262)8175

FAX092(551)1545

FAXoll(612)0219

仙合営業所 T E [ o 2 2 ( 2 1 1 ) 5 0 3 1

北関東営業所 TE[o27(324)3002

高関東営業所 TEL046(229)9610

FAX022(211)4990

FAX027(324)1187

FAXo46(229)9636

全沢営業所 「EL076(223)1565 FAX076(223)4794

広島営業所 TEL002(507)191l FAX032(507)6676

高松営業所 TEL087(835)2020 FAX087(335)4623
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